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○
…
…
大
工
場
あ
り
田
園
あ
り
、

商
業
地
あ
り
と
三
拍
子
揃
つ
た
足

立
区
が
、
戦
后
急
激
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
こ
と
は
交
通
そ
の
他
の

立
地
条
件
か
ら
推
し
て
当
然
の
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
更
に

昨
年
は
観
光
協
会
の
本
格
的
活
動

と
相
俟
つ
て
観
光
地
と
し
て
も
都

内
に
お
け
る
有
数
の
地
と
さ
れ
る

に
至
り
ま
し
た
。

○
…
…
デ
フ
レ
の
波
に
押
し
ま
く

ら
れ
な
が
ら
逞
く
ま
し
い
力
で
伸

び
て
行
く
区
内
の
商
店
街
は
三
十

二
万
有
の
人
口
を
か
か
え
て
な
お

一
層
の
伸
展
を
遂
げ
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

○
…
…
広
汎
な
面
積
と
恵
ま
れ
た

交
通
網
と
に
よ
つ
て
、
計
画
的
な

住
宅
地
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

現
在
、
人
口
三
十
三
万
を
突
破
す

る
こ
と
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
と

さ
え
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
…
…
こ
の
伸
び
ゆ
く
足
立
区
の

象
徴
、
産
業
会
館
の
建
設
工
事
が

甍
の
中
央
に
高
く
伸
び
て
行
く
の

が
会
館
完
成
後
の
区
の
発
展
を
示

唆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま

す
。
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新
年
に
当
り
て

足
立
区
長
　大

山

雅
二

区
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ゝ
に
独
立

第
四
年
の
希
望
の
春
を
迎
え
た
の

で
あ
り
ま
す
が
国
際
関
係
が
未
だ

安
定
の
域
に
達
し
な
い
関
係
で
我

国
の
立
場
も
極
め
て
微
妙
な
立
場

に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。
従
つ
て

今
後
の
国
際
情
勢
に
よ
る
国
内
の

経
済
そ
の
他
に
及
ぼ
す
影
響
等
に

よ
つ
て
国
民
生
活
の
前
途
に
も
幾

多
の
困
難
と
変
化
が
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
国
の
経
済
政
策
が
急
激
に

切
換
え
ら
れ
ま
し
た
関
係
か
ら
そ

の
デ
フ
レ
の
影
響
は
産
業
全
般
に

及
ぼ
し
た
ば
か
り
で
な
く
特
に
中

小
企
業
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て

大
き
く
ひ
い
て
は
国
民
生
活
に
も

強
く
そ
の
波
紋
が
響
い
た
ま
こ
と

に
苦
難
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
し
ま
し
て

区
の
財
政
も
従
つ
て
ま
こ
と
に
苦

し
い
立
場
に
お
か
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
皆
様
の
力
強
い
御
協
力
に

よ
つ
て
足
立
区
勢
が
一
段
と
伸
展

い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
と
共
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

こ
ゝ
に
区
勢
の
一
端
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
と
昨
年
は
児
童
会

舘
、
簡
易
洗
濯
所
の
新
設
、
中
小

企
業
に
対
す
る
一
千
万
円
の
年
末

融
資
の
実
施
、
土
木
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
道
路
、
橋
梁
、
水
路
の

整
備
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
の
で

現
在
で
は
遥
か
に
戦
前
を
凌
ぐ
状

態
と
あ
い
な
り
ま
し
た
。
又
多
年

の
懸
案
で
あ
つ
た

西
新
井
橋
の
架

橋
、江
北
橋
の
修

築
も
明
る
い
見
通

し
が
つ
き
ま
し
た

の
で
本
年
は
こ
れ

が
実
現
に
万
全
を

期
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。な
お
昭
和

二
十
八
年
よ
り
計

画
し
て
お
り
ま
し

た
「地
区
計
画
」

も
近
く
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
の
で
今
後
の
施

策
は
こ
の
計
画
に
基
い
て
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
六
三
制
整

備
の
た
め
の
七
六
教
室
並
に
老
朽

校
舎
改
築
の
一
〇
教
室
も
着
々
進

捗
を
み
て
お
り
ま
す
が
児
童
激
増

の
た
め
未
だ
二
部
授
業
の
解
消
を

み
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
ま
こ

と
に
遺
憾
に
た
え
ま
せ
ん
。本
年

は
更
に
努
力
し
て
六
三
制
教
育
の

完
全
実
施
の
実
現
に
邁
進
い
た
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お

三
か
年
計
画
に
基
い
て
進
め
て
お

り
ま
し
た
学
校
図
書
室
も
各
P
T
A

の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
昨
年

全
般
に
設
置
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

又
多
年
皆
様
か
ら
望
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
産
業
振
興
館
も
区
民
全
体

の
各
段
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

愈
々
新
春
開
館
の
運
び
に
至
り
ま

し
た
。
こ
の
実
現
に
今
後
の
足
立

区
の
区
民
生
活
、
産
業
、
教
育
、

文
化
等
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を

果
す
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
と
併
行
し
て
進
め
て
お
り
ま

し
た
「
足
立
区
史
」
も
漸
く
脱
稿

し
こ
の
二
月
頃
に
は
発
刊
の
運
び

と
あ
い
な
り
ま
し
た
。
な
お
米
国

よ
り
寄
贈
を
受
け
て
育
成
中
の
五

色
桜
も
愈
々
昨
年
末
よ
り
植
樹
に

か
ゝ
り
ま
し
た
の
で
昔
を
凌
ぐ
立

派
な
五
色
桜
が
綻
ぶ
の
も
遠
く
な

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

以
上
区
勢
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
本
年
の
施
策
を
行
う
に
当

り
ま
し
て
区
政
を
担
任
す
る
責
任

者
と
し
て
益
々
そ
の
使
命
の
重
大

な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
共
に
本

年
も
皆
様
の
倍
旧
の
御
協
力
と
御

指
導
と
を
得
ま
し
て
明
る
い
住
み

よ
い
足
立
区
の
建
設
に
邁
進
い
た

す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭和29年月別人口推移

新
年
を
迎
え
て

区
議
会
議
長
　藤

来

勇

区
民
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
新

年
を
お
迎
え
遊
ば
さ
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
二
十
九
年
を
省
み
ま
し
て
国
家

の
緊
縮
政
策
と
経
済
デ
フ
レ
の
波

に
押
し
ま
く
ら
れ
苦
難
と
試
練
の

一
年
で
あ
つ
た
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。

本
区
の
区
民
構
成
の
大
部
は
中
小

企
業
者
或
は
勤
労
者
を
主
体
と
す

る
関
係
上
デ
フ
レ
旋
風
の
余
波
も

一
層
厳
し
く
従
つ
て
そ
の
克
服
も

容
易
で
な
か
つ
た
も
の
が
あ
つ
た

と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
本
区
は
御
承
知
の

よ
う
に
面
積
五
三
、
八
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
二
十
三
区
中
第
二
位

人
口
三
十
三
万
で
第
六
位
、
し
か

も
都
心
に
極
め
て
至
近
の
距
離
に

あ
り
又
区
民
の
区
政
に
対
す
る
熱

意
と
常
に
協
力
的
態
度
は
文
化
産

業
教
育
等
へ
の
大
伸
展
の
基
礎
的
条

件
を
一
層
強
化
し
た
も
の
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。従
つ
て
本
区

議
会
は
区
民
の
皆
様
の
意
を
体
し

常
に
民
主
的
な
運
営
に
努
力
し
か

つ
機
能
を
充
分
発
揮
で
き
う
る
よ

う
心
掛
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

過
去
一
か
年
の
主
な
活
動
状
況
を

御
報
告
申
上
げ
御
参
考
に
供
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
区
の
発
展
を
大
き
く
阻
害
し
て

い
る
荒
川
放
水
路
の
活
用
、
即
ち

観
光
的
発
展
と
都
区
民
の
体
育
の

向
上
、
或
は
リ
ク
レ
エ
ー
シ
ヨ
ン

等
の
面
か
ら
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
計

画
、堤
北
堤
南
を
つ
な
ぐ
西
新
井

江
北
両
橋
の
架
替
促
進
運
動
、
堤

北
地
帯
の
地
区
計
画
に
よ
る
土
地

利
用
度
の
増
大
、
土
木
事
業
の
促

進
強
化
に
よ
る
道
路
排
水
等
の
整

備
、
或
は
桜
木
町
区
域
の
高
潮
防

禦
工
事
の
施
行
促
進
運
動
、経
済

不
況
防
除
対
策
と
し
て
中
小
企
業

者
へ
の
小
口
融
資
或
は
区
民
待
望

の
産
業
振
興
館
の
建
設
等
そ
の
他

幾
多
重
要
問
題
解
決
の
た
め
議
員

四
十
四
名
一
体
と
な
つ
て
努
力
し

て
参
つ
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

年
改
ま
り
玆
に
新
年
を
迎
え
議
員

の
任
期
も
最
終
段
階
に
入
り
更
に

心
を
新
し
て
区
政
の
興
隆
に
将
又

区
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
一
層
努

力

致

す
覚

悟
で

御
座

い
ま

す
。

即
ち
前
述
の
う
ち
残
さ
れ
た
懸
案

の
解
決
を
始
め
と
し
て
区
民
生
活

困
窮
者
の
福
祉
の
増
進
と
二
重
行

政
の
改
善
、
新
教
育
完
全
実
施
の

た
め
の
努
力
等
区
理
事
者
と
表
裏

一
体
と
な
つ
て
理
想
的
な
明
朗
大

足
立
建
設
の
た
め
の
最
後
の
努
力

を
な
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
か
ら

皆
様
に
は
一
層
の
御
支
援
御
鞭
撻

を
賜
わ
り
有
終
の
美
を
な
し
得
ま

す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
併
せ
て

区
民
の
皆
様
の
御
多
幸
を
御
祈
り

申
し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

昭
和
三
十
年
一
月
一
日

足
立
区
史
予
約
募
集

い
ま
ま
で
足
立
区
の
歴
史
に
つ
い

て
は
武
蔵
風
土
記
稿
そ
の
他
の
古

文
書
等
に
よ
つ
て
僅
か
に
一
部
分

を
知
る
の
み
で
し
た
が
、
区
で
は

今
度
こ
れ
ら
の
詳
細
を
収
録
し
て

足
立
区
史
を
左
記
に
よ
り
刊
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
御
希
望

の
方
は
料
金
を
添
え
期
日
ま
で
に

区
総
務
課
又
は
最
寄
り
の
出
張
所

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

記

足
立
区
史
　
A
5

判
　
約
千
頁

価
格
　
一
冊
　
千
三
百
円
　

申
込
期
日
　

一
月
末
日
ま
で

(
内
容
)
足
立
区
の
沿
革
、足
立

区
の
考
古
学
的
考
察
、奈
良
、平

安
、江
戸
、明
治
時
代
の
足
立
そ
の

他
教
育
、土
木
、産
業
、警
察
、

消
防
、保
健
衛
生
、神
社
、仏
閣
　

伝
説
、風
俗
一
般
等
を
含
む
。
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=
昨
年
を
省
り
み
て
=

足
立
区
の
発
展
に
拍
車

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
、
昨

年
は
文
字
通
り
苦
し
い
年
で
し
た

し
か
し
こ
の
苦
し
み
の
中
に
あ
つ

て
も
足
立
区
永
年
の
夢
で
あ
つ
た

産
業
振
興
館
の
建
設
を
は
じ
め
、

幾
多
の
大
事
業
を
計
画
着
手
で
き

た
こ
と
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
御

協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
足

立
区
の
発
展
の
た
め
喜
ば
し
い
こ

と
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
新
年
を
迎
え
て
昨
年
の
区

政
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
区
民

各
位
の
御
参
考
に
供
す
る
次
第
で

す
。

議

会

御
承
知
の
よ
う
に
区
の
行
政
は
、

い
ろ
い
ろ
区
民
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
相
談
し
合
つ
て
決
定
す
る
議

決
機
関
(
区
議
会
)
と
こ
の
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
実
施
す
る
執
行
機

関
(
区
役
所
)
と
に
よ
つ
て
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。区
議
会
は
区
民

の
中
か
ら
選
ら
ば
れ
た
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
代
表
と
し
て
活
溌

な
意
見
や
計
画
を
述
べ
住
み
良
い

明
る
い
足
立
区
の
建
設
の
た
め
、

絶
え
ず
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
開
か
れ
た
区
議
会

本
会
議
及
び
議
決
さ
れ
た
事
項
は

次
の
通
り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

本
会
議
　
　

六
回

委
員
会
　

九
四
回

議
決
さ
れ
た
案
件

△
条
例
に
関
す
る
も
の
　
一
四
件

△
区
有
財
産
に
関
す
る
も
の

四
件

△
学
校
設
置
又
は
廃
止
に
関
す

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
三
件

△
予
算
に
関
す
る
も
の
　
　
三
件

△
寄
附
受
領
に
関
す
る
も
の

二
件

△
そ
の
他
　
　
　
　
　
　

二
八
件

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　六
十
件

土 木
区
で
は
区
内
の
道
路

、
橋
梁
、
河
川

等
を
整
備
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
特

に
努
力
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
都

内
第
二
位
を
占
め

る
広
い
面
積
を
有

す
る
区
内
の
隅
々
ま
で
を
完
全
な

状
態
に
し
て
お
く
こ
と
は
な
か
な

か
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
毎
年
々
地
味
で
目
立

な
い
土
木
事
業
に
多
額
の
予
算
が

費
わ
れ
、
交
通
の
至
便
と
そ
れ
か

ら
及
ぼ
さ
れ
る
文
化
、
産
業
の
発

展
を
期
し
て
絶
え
ざ
る
力
が
注
が

れ
て
い
る
の
で
す
。

な
お
昨
年
の
主
な
土
木
事
業
の
概

要
は
別
図
の
通
り
で
す
が
、
こ
の

外
に
失
業
対
策
事
業
と
し
て
次
の

よ
う
な
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
路
整
備
事
業

延
長
　
一
六
、
〇
七
四
米

面
積
　
三
五
三
、
二
四
一
平
米

工
事
費

六
五

、四
〇
七
、
五
〇
〇
円

延
人
員
　
一
五
二
、
六
三
三
人

河
川
整
備
事
業

延
長
　
六
二
、
二
五
八
米

工
事
費

二
四
、
〇
三
九
、
〇
〇
〇
円

延
人
員
　
五
五
、
九
八
七
人

公
共
空
地
整
備
事
業

延
長
　
七
八
六
米

面
積
　
二
一
、
一
一
七
平
米

工
事
費六

、
四
七
五
、
〇
〇
〇
円

住
宅
整
備
事
業

延
長
　
八
四
〇
米

面
積
　
五
六
八
平
米

工
事
費一

、
六
五
一
、
〇
〇
〇
円

延
人
員
　
二
、
九
一
〇
人

機
動
班
整
備
事
業

工
事
費
　
八
九
三
、一
〇
〇
円

延
人
員
　
三
、三
八
〇
人

環
境
衛
生
施
設
事
業
(
道
路
清
掃
)

延
長
　
五
二
七
、
六
〇
〇
米

面
積一

、
三
一
九
、
一
〇
〇
平
米

工
事
費

二

、
四
六
四

、
〇
〇
〇
円

延
人
員
　
二
二
一
、
二
一
八
人

又
こ
の
外
同
じ
く
図
に
は
あ
ら
わ

れ
な
い
少
さ
な
工
事
と
し
て
道
路

や
橋
の
ち
よ
つ
と
し
た
修
理
、
街

路
樹
、
雨
水
桝
、
公
共
便
所
の
修

理
改
築
な
ど
の
整
備
も
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
少
さ
な
工
事
だ

け
で
も
千
四
百
万
円
の
費
用
が
か

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

昨年の主なる土木事業
側溝改修 橋梁補修架橋

公園整備

排水場修繕

水路改修

道路補修

児童遊園新設
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教 育 学
校
の
研
究
部
活
動

各
方
面
に
進
出
目
立
つ

前
項
の
土
木
事
業

と
と
も
に
本
区
行

政
の
中
で
特
に
重

点
を
お
か
れ
て
い

る
教
育
関
係
に
つ

い
て
は
、
学
校
の

新
設
、
教
室
の
増

改
築
等
が
続
け
ら

れ
、
二
部
授
業
の
解
消
に
も
う
一

息
の
所
ま
で
迫
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、昨
年
は

六
、
三
制
に
よ
る
教
育
方
法
が
着

実
に
実
を
結
び
は
じ
め
、
区
内
各

学
校
の
研
究
部
活
動
が
活
溌
と
な

つ
て
、
各
方
面
に
お
け
る
足
立
区

立
小
中
学
校
の
進
出
ぶ
り
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
建
設
状
況

○
中
学
校

増
築
　
　

五
八
教
室

○
小
学
校

新
設
　
　

元
宿
小
学
校

一
六
教
室

増
築
　
　

四
九
教
室

改
築
　
　

二
九
教
室

総
計
　

一
四
四
教
室

学
事
関
係

○
養
護
学
園

第
十
一
期
生
　

三
五
人

第
十
二
期
生
　

五
七
人

第
十
三
期
生
　

四
〇
人

○
臨
海
学
園

中
学
校
　

教
員
　
　
　
　

六
九
人

生
徒
　
　
　
八
八
三
人

小
学
校
　

教
員
　
　
　
一
九
四

人

生
徒
　
二

、五
三
八
人

○
結
核
検
診

小
学
校

ツ
反
応
　

三
一
、九
九
一
人

B
C
G

接
種
　
一
一
、六
六
四
人

中
学
校

ツ
反
応
　

一
三
、二
二
九
人

B
C
G

接
種
　
　
三
、七
八
四
人

○
学
校
給
食

実
施
校
三
四
校

一
週
五
日
制
(
A
型
)
　
二
校

〃
　
四
日
制
(
B
型
)
一
三
校

〃
　
三
日
制
(
C
型
)
一
九
校

社
会
教
育
関
係

○
区
民
映
画
会

第
二
六
回
か
ら
第
三
四
回
ま
で

九
回
開
催

参
加
者

児
童
　
　

八
、三
〇
〇
人

一
般
　

一
〇
、七
〇
〇
人

計
　

一
九
、〇
〇
〇
人

○
巡
回
映
画
会

二
〇
一
回
開
催

児
童
　

一
二
二
、三
〇
〇
人

一
般
　
　

九
〇
、六
二
〇
人

計
　

二
一
二
、九
二
〇
人

○
移
動
図
書
館
利
用
状
況

出
動
回
数
五
四
回

利
用
図
書
数
　
一
一
、八
二
九
冊

利
用
者
数

一
般
　
　

七
、六
七
七
人

児
童
　
　

四
、一
五
二
人

計
　

一
一
、八
二
九
人

○
区
立
図
書
館
利
用
状
況

千
住
図
書
館

利
用
者
数
　
　
五
一
、四
六
〇
人

学
生
　
　
　
　
三
五
、八
四
六
人

一
般
　
　
　
　

一
五
、六
一
四
人

利
用
図
書
数
　
五
六
、四
三
五
冊

梅
島
図
書
館

利
用
者
数
　
　
五
五
、五
五
五
人

学
生
　
　
　
　
三
五
、四
六
〇
人

一
般
　
　
　
　

二
〇
、〇
九
五
人

利
用
図
書
数
　
七
二
、九
三
四
冊

昨年十一月四日行われた東京都中学校英語弁論
大会で区立十五中学校二年生倉田典子、工藤郁

子さんが見事優勝し足立区のために気を吐きま
した。

民
生

都
内
で
は
じ
め
て
と
い
わ
れ
る
児

童
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
児
童
会

舘
の
建
設
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
い

ろ
い
ろ
の
相
談
相
手
に
な
つ
た
各

種
区
民
相
談
、
更
に
は
簡
易
洗
濯

所
の
設
置
な
ど
、区
の
民
生
事
業

は
年
ご
と
に
そ
の
範
囲
と
計
画
が

広
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

○
区
立
簡
易
洗
濯
所
利
用
状
況

自
　
四

月
一
五
日

至
十
一
月
三
十
日

洗
濯
　

七
、二
三
七
k
g

(
二
三
二
、四
〇
〇
円
)

プ
レ
ス
　

八
、八
二
三
点

(
二
〇
二
、九
〇
〇
円
)

【
註
】
Y
シ
ヤ
ツ
三
枚
が
約
一
k
g

―
料
金
三
十
円

○
児
童
会
舘
使
用
状
況

(
十
月
―
十
一
月
)

使
用
回
数
　

二
七
回

○
本
木
診
療
所
患
者
取
扱
状
況

一
般
有
料
取
扱
分
　
三
、三
六
五
人

生
活
保
護
法
〃
　
　
二
、一
七
七
人

健
康
保
険
法
〃
　
　
一
、一
七
七
人

計
　
　
　
　
　
　
六
、七
一
九
人

○
無
料
区
民
相
談

回
数
　
三
六
回

相
談
件
数
　
五
一
五
件

借
地
借
家
問
題
　
　二
二
六
件

金
銭
問
題
　
　
　
　
　
七
八
件

職
業
商
工
税
務
問
題
　五
四
件

そ
の
他
　
　
　
　
　一
五
七
件

○
公
益
質
屋
利
用
状
況

千
住
公
益
質
屋

貸
付
金
額

六
、六
六
二
、四
〇
〇
円

貸
付
口
数
　
　
四
、六
七
四
件

西
新
井
公
益
質
屋

貸
付
金
額

五
、六
四
三
、三
〇
〇
円

貸
付
口
数
　
　
四
、三
一
一
件

新
生
活
運
動

生
活
の
無
駄
を
省
き
虚
礼
を
廃
止

し
て
生
活
の
合
理
化
を
は
か
ろ
う

と
い
う
新
生
活
運
動
が
年
間
を
通

じ
て
活
溌
に
行
わ
れ
、
特
に
昨
年

は
新
生
活
展
を
開
催
し
て
こ
の
運

動
の
推
進
に
区
民
一
般
の
広
い
協

力
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

産

業

商
工
農
の
各
分
野
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
都
内
有
数
の
地
位
を
占
め
て
い

る
本
区
の
産
業
は
、
こ
の
二
月
に
は

完
成
さ
れ
る
産
業
振
興
館
の
開

館
と
と
も
に
本
年
の
一
層
の
躍
進

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

は
中
小
企
業
者
の
多
い
区
内
商
工

業
者
に
対
す
る
一
千
万
円
の
年
末

融
資
を
は
じ
め
商
店
コ
ン
ク
ー
ル

経
済
講
演
会
等
の
商
店
経
営
の
合

理
化
と
そ
れ
か
ら
く
る
商
工
業
の

発
展
を
は
か
る
企
て
が
催
さ
れ
た

り
農
業
に
お
い
て
は
、
都
内
の
四

割
を
占
め
る
産
米
供
出
の
た
め
、

区
と
農
業
委
員
会
、
農
協
、
そ
れ

に
農
業
に
従
事
す
る
区
民
が
一
体

と
な
つ
て
、
都
の
米
ど
こ
ろ
足
立

区
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
努
力
が
つ

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

産
業
振
興
館

昨
年
六
月
に
着
工
さ
れ
た
産
業
振

興
館
は
、
区
民
の
皆
様
の
御
協
力

に
よ
り
、
鋭
意
工
事
が
す
す
め
ら

れ
来
月
下
旬
に
は
開
館
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
館
に

は
展
示
会
場
、
各
種
相
談
所
、
ホ

ー
ル
、劇
場
な
ど
が
あ
り
、産
業

の
振
興
は
も
と
よ
り
区
民
生
活
に

及
ぼ
す
福
祉
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
昨
年
末
の
区
内
商
店
、工
場

数
及
び
耕
地
面
積
等
は
次
の
通
り

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

商
店
数
　

一
四

、一
四
〇
店
舗

工
場
数
　
　

一

、九
三
五
工
場

耕
地
面
積
　

二

、四
六
九
町

田
　
　

一

、五
三
九
町

畑
　
　
　
　

九
三
〇
町


